結 あ まね く 慈 愛 深き アッ ラー の 御名 に お いて 。 

万 有 の 主 、 ア ッ ラ ー に こそ 凡 て の 称 讃 あれ 、 

慈 甘 あ まね く 慈 愛 深き 御方 、 

最後 の 審 き の 日 の 主宰 者 に 。 

私 達 は あな た に の み 崇 め 仕え 、、 あ な た に の み 御 助け を 請 い 願う 。 

私 達 を 正しい 道 に 導き た まえ 、 

あな た が 御 恵 み を 下さ れ た 人 々 の 道 に 、 あ な た の 怒り を 受け し 者 、 ま た 


踏み 迷 え る 人 々 の 道 で は な く - 
(AL FATIHA.QURAN) 





イス ラー ム と 言っ て 思い 出 き れる の は 何で し ょ う ?4 人 妻 、 超 
づく め の 人 女性 、1 ヶ 月 に も 渡る 断食 、 人 砂漠 で 平伏 す イ スラ ー 
ム 教 徒 ? し か し 例え ば アメ リカ で は イス ラー ム が キリ スト 教 に 
次 ぐ 第 二 の 宗 教 で ある こと を 、 断 食 月 に は 家族 が 集い 毎日 
が 大 用 日 や 元旦 の よう な 明か な 賑わい に 包 ま れる の を 知っ 
て いま すか ? カ ラフ ル な 民族 衣装 と それ に マッ チ し た スカ ー 
フ で お し ゃ れ し て バイ ク に また が っ て 出勤 する イス ラー ム 教 
の 女性 た ち を 知っ て いま すか ? 色 々 な 仏教 徒 や キリ スト 教 
徒 が いる よう に 色々 な イス ラー ム 教 徒 が いま す 。 し か し HH 本 
で は イス ラー ム の 一 部 分 だ け に スポ ッ ト ラ イト が 当て られ ク 
ロー ズ ア ッ プ され が ち で す 。 で は 本 当 は イス ラー ム と は 一体 
どん な も の な の で し ょ う ? 
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イス ラー ム と 言え ば 異邦 の 教え と 取ら れ 
が ち で す が 、 仏 教 と イス ラム 教 の 問 に は 
多く の 共通 する 部 分 が あり ます 。 例え 
ば こう いう 話 が あり ます 。 

ある 大 患 人 が いま し た 。 打 力 、 盗 み 、 
人 殺し と 、 悪 の 限り を 応 く し て いま し た 。 
ある 呼 さ 茂 し い 日 、 彼 の 元 へ 歩い て きた 
老い ぼれ 大 を 見 て 、 彼 は 井戸 か ら 自 分 
の プ ブーツ に 水 を 入れ て その 大 に 飲ま せ 
て や り ま し た 。 彼 は この た っ た 一 つの 善 

行 の 為 に 天国 へ 行き まし た 。 
これ は イス ラー ム の 話 で す 。 イ スラ ー 
ム は 動物 を 殺す こと は 勿論 草木 を 含む 
あら ゆる 無益 な 殺生 を 禁じ て いま す 。 な 
ぜ な ら こ の 世 の 全 て の 物 は 唯一 の 創 
- 造 主 の 創造 し た も の だ か ら で す 。 そ し 
て 全て の も の は 、 そ の 創造 主 に 帰依 し 
還 語 主 良 記 語 が 『 を 続け て いる の で す 。 ま た イス ラー 
目 四 還 詞 詞 誤 ポ 夫 は 帳 や 盗み を 禁じ 、 親 孝行 を 奨励 し 
議 閥 (てい ます 。 け れ ど も 大 き な 相 違 は 、 そ の 
提 - 中 弄 造 王 の 存在 を は っ きり 認識 する か ど 
四 語 2 と 言え る で し ょ う 。 そこ か ら 道 徳 も 発 
還 本 上 了 上 2 と あえ る の で す 。 
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クル アー ン に よれ ば 、 男 性 と 女性 は アッ ラー の 前 に 平等 
で す 。 一 般 に 流布 し て いる |「 イス ラー ム は 女性 を 差別 し 、 
抑圧 し て いる 」 と いう 考え は 、 全 く の 誤 解 で す 。 イ スラ ー 
ム に お いて 、 女 性 は 独身 で も 既婚 者 で も 一 個 の 個人 で 
あり 、 自 分 に 対し て も 、 財 産 や 収入 に 対し て も 権利 を 持 
ち ま す 。 結婚 後 も 夫 の 家系 に 入ら ず 、 夫 婦 別 姓 を 保つ 
こと も で きま す 。 夫 と 妻 の 役割 は お 互い に 科 い あう も の で 、 
協力 する も の で す 。 両性 の 権利 と 義務 は 公 止 で あり 、 
的 に バラ ンス が と れ ま す 。 
イス ラー ム に お いて は 、 女 性 の みな ら ず 男性 も 簡素 で 、 
謙虚 で 、 感 厳 の ある 股 装 を する よう 求め られ ます 。、 女 
性 の 肉体 を 赴 出 し な い 服 装 は 、 女 性 に 対す る 敬意 の 
現れ な の で す 。 い くつ か の ムスリム 諸国 で 、 女 性 に 対 
する 扱い が 差別 的 で ある 場合 が あり ます が 、 そ れ は イ 
『 スラ ー ム の 教え で は な く 、 そ の 地方 の 文化 な の で す 。 
貧 言 者 ハハ ンマ ド は こう 言わ れ ま し た 。 
| 信者 た ちの 間 で 最も 信仰 が 完全 な 者 は 、 自 分 の 妻 
に 優し く 良 い 態 度 の 者 で ある 」 





















こざ ス 


イス ラー ム で は 自衛 、 信 仰 ・ 財 産 ・ 生 命 の 自由 、 人 
間 の 意 厳 を 守る 目的 、 暴 力 で 自分 の 敢 郷 か ら 追 
放 き れ た 者 の 戦い を 許し て いま す 。 し か し イス ラ 
ー ム の 戦争 に は 茂 し い 制 限 が あり 、 な ん で も か ん 
で も る 戦争 し て よい わけ で は あり ませ ん 。 よ く 誤 解き 
れ 、 拡 大 解釈 きれ る 「 ジハード 」 と いう 言葉 は 、 も と 
も と 「 努力 ]」 と いう 意味 で あっ て 、「 聖戦 ] で は あり 


ませ ん 。 例え ば 、 個 人 的 な レベ ル で の ジハード と は 、 


己 の 内 に ある 愚 と の 戦い 、 社 会 の 公益 と 福祉 の 
た め の 努 力 、 そ し て 最後 の 手段 と し て 、 戦 場 で の 
戦い で す 。 

ムハンマド が 預言 者 と し て メッ カ で 布教 を 始め 
た 当初 、 信 者 た ち は 多 神 教徒 に ひど く 迫 害 を 受 
け ま し た が 、 戦 争 は 許さ きれ ませ ん で し た 。 し か し 
信仰 の 自由 を 求め て マデ ィ ー ナ へ 移住 し た 後 も 
イス ラー ム を 抹殺 し よう と 迫り 来る メッ カ 軍 に 対し 、 
こう いう 啓示 が 下り まし た 。 

| お 前 た ち に 戦い を 挑む 者 が あれ ば 、 ア ッ ラ ー 
の 道 の た め に 戦え 。 だ が 侵略 的 で あっ て は な ら 
な い 。 本 当 に アッ ラー は 、 侵 略 者 を 愛さ ない 」 ( ク 
ルアー ン 2 章 190 節 ) 

メッ カ か ら の 侵略 に うち 勝っ て 最後 に メッ カ を 
侍 服 し た ムハンマド は 、 自 分 た ち を 迫害 し 続け た 
メッ カ の 人 々 を 許し まし た 。 































スラ ー ム は 、 ど の よう に 人 間 の 
権利 と 平等 を 保証 する の で すか 


クル アー ン は 、 思 想 の 自由 を 命じ し て いま す 。 

| 宗教 に は 強制 が あっ て は な ら な い 。 正 に 正しい 道 は 迷 誤 か ら 明 ら 
か に (分 別 ) き れ て いる 。 そ れ で 発 神 を 退け て アッ ラー を 信仰 する 者 は 、 
決し て 壊れ る こと の な い 、 了 堅固 な 取っ 手 を 握っ た 者 で ある 。 ア ッ テ ラー は 
全 聴 に し て 全 知 で あら れる 」 (クル アー ン 2 章 256 節 ) 

ムスリム 社会 に お いて 、 ム スリ ム で あろ うと な か ろう と 全て の 市 民 の 
生命 、 意 茂 、 財 産 は 神聖 な も の と みな され て いま す 。 イ スラ ー ム 以前 の 
アラ ブ 世 界 か ら 人 種差 別 と 性 差別 を な くし た の は イス ラー ム の お 陰 な 
の で す 。 なぜなら クル アー ン は こう 語っ て いる か ら で す 。 

| 人 人 びと よ 、 わ れ は 一 人 の 男 と 一 人 の 女 か ら お 前 た ち を 創り 、 種 族 と 
部 族 に 分 けた 。 こ れ は お 前 た ち を 、 互 い に 知り 合う よう に させ る た めで 
ある 。 アッラー の 御 許 で 最も 買い 者 は 、 お 前 た ちの 中 最も 主 を 長 れ る 者 
で ある 。 本 当 に アッ ラー は 、 全 知 に し て 凡 ゆ る こと に 通 暁 な され る 」 ( ク 
ルアー ン 49 章 13 節 ) 
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イス ラー ム の 拡張 は 、 

世界 に どの よう な 影響 を 
与え た の で すか 

務 言 者 ムハンマド ( 彼 に 平安 あれ ) の 死後 数 
十 年 の うち に 、 ム スリ ム の 支配 下 に ある 地域 
は アジ ア 、 ア フリ カ 、 ヨ ー ロ ッ パ の 3 大 陸 に 上 0 
まし た 。 イ スラ ー ム が 速やか に 広がっ た 理由 
の 一 つと し て 、 そ の 教義 の 簡明 さ が あ り ま す 。 
イス ラー ム は 崇拝 に 値する 唯一 の 創造 者 の 
み に 対 する 信仰 へ 呼び ます 。 イ スラ ー ム は また 、 
くり 返し 、 人 間 が 自分 の 知性 や 観察 を 用 いる 
こと を 教え ます 。 

ムスリム の 文明 化 が 進む に つれ 、 そ れ は エ 
ジ プ ト 、 ペ ル シ ャ 、 ギ リ シ ャ な ど 古 代 の 人 々 の 
遺産 を 吸収 し まし た 。 東洋 と 西洋 の 思考 、 新 
旧 の 考え の 融合 は 、 勉 学 の 様々 な 分 野 に 停 
大 な 進歩 を も た らし まし た 。 イ スラ ー ム の 思想 
に 基づく 学者 た ち は 、 人 文科 学 、 建 築 、 天 文学 、 
地理 学 、 歴 史学 、 言 語学 、 文 学 、 医 学 、 数 学 、 
物理 学 な ど を 発展 させ まし た 。 代 数 、 ア ラビ ア 
数 字 、 ゼ ロ の 概念 な ど 多く の 非常 に 重要 な シ 
ステ ム は 、 ム スリ ム の 学者 を 通じ 、 中 世 の ヨ ー 
ロッ パ に 伝え られ まし た 。 ヨ ー ロ ッ パ の 大 航海 
を 可能 に する アス トロ ラー ベ べ ベ 、 四 分 議 、 優 れ た 
航海 図 を 含む 、 洗 練 さ れ た 機器 が 開発 され 
ま に A 





イ スラ ー ム と は 

な ん で すか 
イス ラー ム は 単なる 宗教 で は あり ませ ん 。 こ の 
世 を 創造 し た 超越 し た 唯一 の 存在 が 、 人 間 が 
最も 自然 で 平安 な 生き 方 が で きる よう に 道 を 示 
し まし た 。 ど ん な 人 間 に も 恵み を 与え て いる 慈 
悲 深 い 存在 。 そ れ を アラ ビア 語 で アッ ラー と 言 
いま す 。 イ スラ ー ム と は この 存在 の 意志 に 即 し た 、 
言う な れ ば 最も 自然 な 道 の こ と で す 。 アッ ラー 
に 帰依 する と いう こと は 、 も っ と も ある が まま の 人 
間 の 本 性 に 従う と いう こと な の で す 。 
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人 ム 2ya 
な に を 信じ て いる の で すか 


ムスリム は 、 唯 一 で 、 他 の な に も の に も 比べ よう も な く 、 慈 悲 深 い 
利 造 者 で あり 、 宇 宙 の 犬 護 者 で ある アッ ラー の み を 信じ て いま す 。 
それ か ら 、 ア ッ ラ ー に よっ て 創造 きれ た 天使 た もち 、 人 類 に アッ ラー 
の 産 示 を 伝え た 頂 言 者 た ち 、 各 人 それ ぞ れ の 行い に 対す る 清 
算 が 行わ れる 審判 の 日 、 良 いこ と も 悪い こと も 、 運 命 は 全能 の ア 
ッ ラ ー か ら 来 る こと 、 死 後 の 生命 を 信じ て いま す 。 ムスリム は 、 ア 
ッ ラ プー が か れ の 項 言 者 や 使者 を あら ゆる 人 々 に 送っ た こと 、 イ ス 
ラー ム が アッ ラー の 人 類 に 対す る 最後 の メッ セー ジ で あり 、 不 変 
の メッ セー ジ の 確証 で あり 、 以 前 に 来 た 全 て の メッ セー ジ の 要 
約 で あり 、 大 天使 ダブ プリ ー ル を 通じ て 最後 の 了 言 者 ムハンマド ( 彼 
に 平安 あれ ) に 啓示 され た も の で ある こと を 信じ て いま す 。 
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っ = ンー べ 、 こと 

誰 い 。 9 2 か 
ム スリ ム と は 、 宇 宙 の 創造 者 7・ ッ ラ ー を 意 議 し て に ヽ か Me na 。 
ー の 使者 ムハンマド に 示さ きれ た まっ すぐ な 道 に 沿っ て 生き て ゆこ うと す 
る 人 20 ます 1 . 放 ます 。 
イスラーム は | 砂漠 の 遊牧 民 の 宗教 」 で は あり ませ ん 

地球 上 の あら ゆる 人 種 、 国 籍 、 文 化 の 10 位 を 越す 人 々 が ムスリム で 

す 。 イ ンド ネシア の 田園 か らち 、 ア フリ カ の 心臓 部 に 広がる 砂漠 まで の 地域 。 
ニュ ー ヨ ー ク の 磨 天 楼 か ら 、 ア ラビ ア 遊牧民 の テン ト ま で 。 
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ムハンマド は 西 麻 570 年 に 現在 の サウ ジア ラビ ア の 都市 メッ ヶ カ に 生ま れ ま し た 。 成長 
する に つれ 、 ム ハン マ ド は その 正直 き 、 気 前 の 良き 、 誠 実 き な ど で 知 られ る よう に な り 、 

当 |「/ ル 7 ミー ン ( 蔵 実 者 )」 の 称 全 で 呼ば れる よう に な り ま し た 。 
たる Sb は 正義 感 が 強く 、 彼 の 社会 の 退廃 を ずっ と 愛 え て いま し た 。40 歳 の 時 、 
びたし 0 | っ て いた ムハンマド は 、 ア ッ ラ ー か ら の 最初 の 啓示 を 大 天使 ダブ リー ル を 
読取 かま 2 この 啓示 は 、23 年 間 に 渡っ て 続き 、 ク ルアー ン と し て 完成 し ま 
































' 0 
ーー ムハンマド は ジブ リー ル か ら 聞 いた 言葉 を 唱え 始め 、 ア ッ ラ ー が 彼 に 啓示 し た 真理 
を 説き 始め まし た 。 メッ カ の 人 々 は 、 無 知 の 道 に 侵さ れ て お り 、 ムハンマド と 彼 に 従う 小 
さ な 集団 を 、 あ ら ゆ る 手段 で 妨害 し まし た 。 こ れ ら 初期 の ムスリム た ち は ひ どい 迫害 を 
受け まし た 。 

622 年 、 ア ッ ラ ー は ムスリム 共同 体 に 移住 の 命令 を 与え まし た 。 こ の 出来 事 は ヒジ 
ュ ラ ( 型 選 ) と いい 、 こ れ に よっ て ムスリム た ち は メ ッ カ を 去り 、420 キ ロ 北 の 町 マデ ィ ー 

に 移住 し ほし た 。 こ れ が イス ラー ム 礎 の 元 年 と な り ま し た 。 

マデ ィ ー ナ は ムハンマド と ムスリム た ち に 話 難 所 を 提供 し まし た 。 そ れ に よっ て イス 
ラー ム は 成長 し まし た 。 数 年 後 、 預 言 者 と その 信奉 者 た ち は メ ッ カ に 帰り まし た 。 そ こ 
で 役 ら は 迫害 し た 人 々 を 許し 、 決 定 的 に イス ラー ム を うち 立 ーーー レト イヤ 
で 亡くな る 前 に 、 ア ラビ ア 半 島 の 大 部 分 は ムスリム と な り 、 彼 の 死後 1 世紀 以内 に 、 
スラ ー ム は 凸 は スペ イン 、 東 は 中 国 に まで 広がり まし た 。 













クル アー ン は 大 天使 ピゲ プ リー ル を 通じ 玉 言 者 ムハンマド に 啓示 され た アッ ラー の 言葉 
の 完全 な 記録 で す 。 ク ルアー ン は 全て の ムスリム の 信仰 と 実践 の 源 で す 。 そ れ は 私 
た ち 人 間 に 関 する あら ゆる こと を 扱い ます 。 知恵 、 教 義 、 礼 拝 、 法 。 けれど も その 基本 
と な る 主題 は 、 ア ッ ラ ー と その 創造 物 と の 関係 で す 。 同時 に それ は 公正 な 社会 、 止 し 
い 人 間 の ふる まい 、 公 正 な 経済 原則 に 対す る ガイ ドラ イン を 提示 し ます 。 

クル アー ン と は 別に 、 第 二 の 導 き と し て 、 ム スリ ム は 拓 言 者 ムハンマド ( 彼 に 平安 あれ ) 
の 人 生 も 参考 に し ます 。 ス ン ナ ( 項 言 者 の 実践 と お 手 本 ) に 対す る 信仰 は イス ラー ム 
の 信仰 の 一 部 で す 。 
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イス ラー の れ 柱 


ムスリム の 生活 に は 五 つの 実践 が あり ます 。 
神 の 唯 一 性 に 対す る 信 作 と ムハンマド が 最 俊 
の 預言 者 で ある と いう こと に 対す る 信仰 。 毎 日 
の 規則 に か な っ た 礼拝 。 貧し い 者 へ の 施し 。 
断食 に よる 自選 を 清め る 行為 。 肉体 的 ・ 金 銭 
的 に 可能 な 者 が メッ カ へ 巡礼 する こと 。 





シャ ハー ダ ( 信 仰 告白 ) 

「 アッ ラー の 他 に 辿 振 に 値する も の は な く 、 ム ハン マ ド は 
アッ ラー の 使者 で ある 」 こ の 信仰 の 宣言 は シャ ハー ダ と 呼 
ば れ ま す 。 こ の 単純 な 言葉 が 、 あ ら ゆ る 信仰 の 宣言 で す 。 
この 宣言 の 意味 は 、 人 生 の 目的 は 、 た だ アッ ラー に 従う こと 

ご と いう 信仰 で す 。 そ し て これ は 最後 の 預言 独 ム ハン マ ド 
( 彼 に 平安 あれ ) の 教え と 実践 を 通し て 得 ら れ ま す 。 


サラ ー ト (礼拝 ) 

サラ ー ト と は 毎日 S 回 行わ れる 礼拝 の こと で す 。 そし て それ 
は 礼拝 者 と アッ ラー と の 直接 の つなが り で す 。 こ れ ら の 5 回 
の 決ま っ た 礼 振 は 、 ク ルアー ン の 章 を 含み 、 啓 示 の 言葉 で 
ある アラ ビア 語 で 行わ れ ま す 。 けれ ども 個人 的 な 祈り は 、 自 
国 の 言葉 で いつ で も 行う こと が で きま す 。 


ザ カ ー ト ( 癌 捨 ) 
イス ラー ム の 重要 な 原則 の 一 つ は 、 あ ら ゆ る も の は アッ ラー 
に 属し て お り 、 人 間 の 持っ て いる 財産 は 信託 だ と いう こと で 
す 。 ザ カ ー ト と いう 言葉 の 意味 は 、[ 清め 」 と | 成長] の 両 
方 の 意味 が あり ます 。 貧 者 の た め に 財産 の いく ら か の 割 
合 を 取っ て お く こ と は 、 私 た ちの 財産 を 清め 、 村 木 の 符 定 
の よう に 、 さ きら な る 財産 の 成長 を も た ら す の で す 。 
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ム ( 断食) 
粗 年 、 ラ マダ ー ン 月 に は 、 全 て の 健康 な ムスリム 
は 上 暁 か ら 日 潜 ま で 断食 し ます 。 断食 の 最 中 に は 、 
飲食 は も ちろ ん 他人 の うわ き 話 や けん か 、 性 交 
な ども 慎み ます . 
断食 は 健康 に も ちい い の で す が 、 そ れ は 実際 
し お あき 


まま まま まま も まま まき まま ます 





現世 の 快適 さき を た と え ぇ 一 | 時 で も 絶つ こと に よっ て 、 
人 は 自分 の 人 生 に お いて アッ ラー の 存在 時 集中 する の 


ンー ニー テー 
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ハッ ジ ( 巡 礼 ) 

メッ カ へ の 芝 礼 一 ハッ ジ は 、 肉 体 的 お よび 経済 的 に 可能 な 者 
に 対し て の み 、 義 務 で す 。 けれ ども 、 毎 年 地球 上 の あら ゆる 
地域 か ら 200 万 を 越す 人 々 が 、 異 な る 民族 同士 が 出会う こ 
の 集まり に や っ て 来 ま す 

例年 の ハッ ジ は イス ラー ム 礎 の 12 月 に 始ま り ま す 。 巡礼 者 

た ち は 特 別 の 装い を し ます 。 そ れ は 縫い 目 の な い 二 枚 の 布 で 、 
これ に よっ て 階級 や 文化 の 違い は な く な っ て し まい 、 全 て の 人 々 
が アッ ラー の 前 で 等 し く 立 つの で す 

ハッ ジ の 儀式 は 、 聞 言 者 イプ ラー ヒー ム (アプ ブラ ハム ) に そ 
の 源泉 を 見 る こと が で きま す 。 例え ば カアバ 神殿 の 周り を 7 周 
し た り 、 イ プラ ー ヒ ー ム の 妻 ハ ー ジ ャ ル が 水 を 求め て 行っ た よ 
うに サフ ァ ー と マル ワ の 丘 の 間 を 7 回 行き 来 し た り し ます 。 巡 
礼 者 た ち は 後 に アラ ファ ー ト の 平野 に 集い 、 と も に アッ ラー の 
許し を 求め て 祈り ます 。 そ の 姿 は し ば し ば 審判 の 日 の 光景 に ーーーーー 
例え られ ます 。 | 2 

ハッ ジ の 有 終 は イー ドル ・ ア ド ハ ー の 祭り に よっ て 飾ら れ ま す 。 1 い 、 
この 祭り に は 、 世 界 中 の ムスリム が 晴れ 着 で 祝い ます 。 これ と 
断食 開け の 祭り で ある イー ドル - フ 人 トル の 二 つ が 、 イ スラ ー ム 
の 祭り で す 
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ム スリ ム の 家族 生活 
と 社会 生活 

計 族 は イス ラー ム 共 同体 の 基礎 で す 。 確固 と し た 家族 
の 平和 や 安 二 は と て も 大 事 に され 、 そ の 中 に 暮らす 人 々 
の 精神 的 な 成長 の た め に 不可 欠 だ と 教え られ て いま す . 
調和 の ある 社会 の 秩序 は 、 家 族 の 存在 に よっ て 作ら 
れる と 考え られ て いま す 。 子 供 は 宝 で ある と 同時 に きち 
ん と し つけ られ ます 。 

イス ラー ム の 教え で は 陣 親 は 非常 に 尊敬 され 、 親 孝 
行 は 名 準 あ る 祝福 され た 行為 だ と 考え られ て いま す 。 
イス ラー ム で は 、 た と え 両 親 が 違う 信仰 を 持っ て いた と 
し て も 、 ア ッ ラ ー の 命令 に 反し な い 限 り 従い 、 韻 敬 す る 
よう 教え て いま す 。 

母親 は 特に 尊 般 きれ て いま す 。 ク ルアー ン で は 、 上 母 
梓 は 妊娠 ・ 出 産 ・ 育 児 の 各 場 面 で 苦しむ の で 、 特 に 優 
し く 】 蜜 に 扱わ れる べき だ と 教え て いま す 。 

クル アー ン に は 次 の よう に 述べ られ て いま す 。 

| われ は 、 両 親 へ の 態度 を 人 間 に 指 示し た 。 人 間 の 
対 親 は , 苦 人 労 に や つれ て その ( 子 ) を 胎内 で 養い 、 更 に 
離 孔 まで 2 年 か か る 。 「 わ れ と あな た の 父母 に 感謝 し な 
さい 。 わ れ に (最後 の ) 帰り 所 は ある の で ある 。 | (クル 
アー ン 31 章 14 節 ) 

ムスリム の 結婚 は 、 神 聖なる 行為 で ある と 同時 に 万 
# り で す 。 そ こ で は 両者 が 正当 な 条件 を 含め る こと が で 
きま す 。 そ の 結果 、 離 婚 は 一 般 的 で は あり ませ ん が 、 最 
後 の 手 段 と し て 許さ れ て いま す 。 結 婚 に 伴う 習慣 は 、 
国 に よっ て 様々 で す 。 












UN 全て 


LAILAHA ILLAALLAH  MUHAMMAD RASOOL ALLAH 
(ラー イラ ー ハ イッ ラッ = ラー フ 、 ム ハマ ンド ラス ー ル アッ ラー) 













アッ ラー の 他 に 宗 拝 す る 神 は な く 、 ム ハン マ ド は アッ ラー の 使者 で ある 。 


誰 で も この こと ば を 繰り 返す 者 は 、 心 が 啓発 され 、 す べ て の 問題 が 解き 放さ れ ま す 。 
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イス ラー ム に 関し て さら に 情報 を お 求め の 方 は 、 イ スラ ミッ クセ ンタ ー・ ジ ャ パン 
に ご 連絡 下さ きい 。 

イス ラミ ッ ク セ ンタ ー・ ジ ャ パン 

〒156-0041 東京 都 世田谷 区 大 原 1-16-11 

1-16-11 Ohara,Setagaya-ku,Tokyo 156-0041 

電話 :03-3460-6169 ファ ックス :03-3460-6105 

ホー ムペ ー ジ :http://1slamcenter.or.jp 

重 二 メ ー ル :islamcjp@islamcenter.or.jp 
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